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ピクトグラムの導入と成果



■ 入院や急性期病棟からの転床が多く、リアルタイムでの
患者さんの状態が把握しづらい

■ 日々変化していく患者さんの状態を、多職種間で情報共有
することが困難な状況であった

■ カルテを見なければ詳細なADLや禁止事項が把握できない

取り組みの背景

運用規定を作成し2025年9月よりピクトグラム導入



ピクトグラムの目的

■ 患者さんの状態や禁忌事項を視覚的に示し、
一目で情報を確認できるようにするため

■ 医療スタッフ間の情報共有を円滑にし、
安全な医療提供と患者さんが安全な入院生活を送るため

全部で66種類
あるよ～



ピクトグラムの実際

ピクトグラムを運用開始後、活用状況を把握し、今後の改善に役立てるために
2025年12月から2026年1月にアンケートを実施した。



ピクトグラムが規定通りに運用されれば、ADLの把握や
多職種間での情報共有に役立つと7割以上が考えている

アンケート回答：看護部
69件の回答

3.ピクトグラムで患者のADLなど状態の把握ができる

とてもそう思う

まあそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

53.6％

20.3％

21.7％

4.4％ 2.9％

7.ピクトグラム変更時の作業はスムーズに実施できた

とてもそう思う

まあそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

31.9％

7.2％

8.7％

52.2％

20.3％

4.ピクトグラムで多職種間の情報共有ができる

24.6％

52.2％

とてもそう思う

まあそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

56.5％

43.5％

8.ピクトグラムに関して分かりにくいと感じた部分はありますか

はい

いいえ



アンケート回答：多職種
（医師・リハ・検査技師・薬剤・栄養士・MSW・退院支援看師・病床管理看護師）
41件の回答

3.ピクトグラムで患者のADLなど状態の把握ができる

とてもそう思う

まあそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

75.6％

12.2％

12.2％

4.ピクトグラムで多職種間の情報共有ができる

とてもそう思う

まあそう思う

あまりそう思わない

全くそう思わない

7.3％

19.5％

8.ピクトグラムに関して分かりにくいと感じた部分はありますか

はい

いいえ

56.1％

73.2％

43.9％



① デザイン・表示方法
- 似たデザインが多く、区別が難しい
- 患肢などの左右の区別がつかない
- 図だけでは理解できない項目が存在する
- ピクトグラムの種類が多く覚えられない

② 運用ルール・管理方法
- ADL変化時にピクトグラムが更新されていない
- 入院・転床時にピクトグラムがセットされていないケースがある
- 朝のラウンドで更新確認が行われていない
- 多職種がピクトグラムの意味を十分に理解していない

皆さんからのご意見(アンケート結果より)



今後の課題
① デザイン・表示方法
- ピクトグラムの下に文字を併記し、意味を明確化する
- 怪我部位を示す追加ピクトの導入検討（例：左大腿骨骨折）
- 全員への配布または見える場所へ一覧表の掲示で周知を強化

② 運用ルール・管理方法
- 各病棟で推進リーダーの検討、運用の定着を促進
- 朝のウォーキングカンファでピクトグラムを確認し更新、更新の正確性
- 掲示場所の見易さ、掲示場所の選定
- カードが多く準備が大変なため、取り出しやすいケースを検討
- 最新情報か判断できるよう「最終更新日時」の記載を検討

運用ルールの周知徹底継続実施


